
平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

総務課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

広聴事業 パブリックコメントの実施方法について検討すること。業務改善
3

3

B：高い
2

市民憲章等推進事業 月に１回、市民憲章を唱和する等職員の意識啓発に努める
こと。また市民への普及・啓発についても検討すること。成
果指標、活動指標を記載すること。

現状維持
1

1

C：普通
3

職員研修費 自主研修制度の見直しや実務研修、市の将来に向けて効
果的な研修制度及び内容を検討すること。

業務改善
3

3

B：高い
2

電算化推進事業（電算
システム整備事業）

行政サービスの向上を推進し、他市町村の先進的事例を参
考にすること。成果指標、活動指標を記載すること。

現状維持
1

1

B：高い
2

1



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

企画財政課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

縁結びハッピーコー
ディネート事業

山間地等では深刻な問題でもあり、実施主体（民間）の環境
を整備・改善すること。

業務改善
3

3

C：普通
3

2



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

環境生活課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

し尿収集運搬事業 H22年度から手数料改定済みであり、H22年現状維持で実
施すること。

現状維持
1

1

C：普通
3

交通安全対策事業 現状維持で実施すること。現状維持
1

1

C：普通
3

かしこい消費者育成事
業

センターの設置等相談窓口の充実を図ること。拡大・拡充
2

2

B：高い
2

男女共同参画推進事
業

庁内連携を図り、啓発活動を充実すること。拡大・拡充
2

2

B：高い
2

外国人生活相談事業 相談体制の整備・充実に努めること。拡大・拡充
2

2

B：高い
2

3



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

福祉事務所

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

一人暮らし安否確認
事業

３地域の実施主体や経費の統一など業務内容の見直しを
進めること。

現状維持
1

1

C：普通
3

屋根雪等除雪支援事
業

助成対象者の基準の見直しや費用についての課題につい
て、検討すること。

現状維持
1

1

B：高い
2

配食サービス事業 民間移譲ができる市街地から見直しを進め、３地域のバラン
スを図ること。

業務改善
3

3

C：普通
3

おでかけ支援事業 当面の間は、現状維持で進め、交通政策体系の在り方を検
討すること。

現状維持
1

1

B：高い
2

敬老会助成事業 助成単価の見直しを行うこと。成果指標の見直しをするこ
と。

業務改善
3

3

C：普通
3

就労支援事業（就労移
行支援事業・就労継続
支援事業）

訓練を生かし、民間就労へ移行できるように支援をするこ
と。また、ワークサポートにしうみで受注できる業務について
検討すること。成果指標の見直しをすること。

現状維持
1

1

B：高い
2

地域生活支援社会参
加促進事業(移動支援
事業)

現状維持で実施すること。成果指標の見直しをすること。現状維持
1

1

C：普通
3

地域生活支援社会参
加促進事業(地域活動
支援センター事業)

対象者の受け入れ体制を整備すること。成果指標の見直し
をすること。

拡大・拡充
2

2

B：高い
2

地域生活支援社会参
加促進事業(コミュニ
ケーション支援事業)

ボランティアの増員に努めること。成果指標の見直しをする
こと。

現状維持
1

1

B：高い
2

地域生活支援社会参
加促進事業(日常生活
用具給付事業)

現状維持で実施すること。成果指標の見直しをすること。現状維持
1

1

B：高い
2

地域生活支援在宅福
祉サービス事業(訪問
入浴サービス事業)

現状維持で実施すること。成果指標の見直しをすること。現状維持
1

1

C：普通
3

地域生活支援在宅福
祉サービス事業(日中
一時支援事業)

長期休暇以外の放課後対応について、協議を進めること。
成果指標の見直しをすること。

現状維持
1

1

B：高い
2

4



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

地域生活支援在宅福
祉ｻｰﾋﾞｽ事業(自動車
免許取得費･改造費助
成事業)

補助額の上限を設定し、利用者負担の均衡を図ること。成
果指標の見直しをすること。

業務改善
3

3

B：高い
2

地域生活支援在宅福
祉サービス事業(生活
サポート事業)

現状維持で実施すること。成果指標の見直しをすること。現状維持
1

1

B：高い
2

地域生活支援在宅福
祉サービス事業(緊急
短期入所事業)

現状維持で実施すること。成果指標の見直しをすること。現状維持
1

1

C：普通
3

地域生活支援在宅福
祉サービス事業(機能
訓練事業)

送迎について、３地域の均衡を図ること。成果指標の見直し
をすること。

業務改善
3

3

B：高い
2

5



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

健康増進課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

感染症予防事業 成果指標については、受診率とすること。また、受診率の向
上に努めること。

業務改善
3

3

B：高い
2

健康教育・健康教室事
業

活動指標を各教室開催数等に修正すること。保健指導や
教室への参加方法について検討すること。

業務改善
3

3

B：高い
2

自殺予防対策推進事
業

自殺者数減尐に向け、事業の内容を検討すること。拡大・拡充
2

2

B：高い
2

診療所運営事業 現状維持で実施すること。現状維持
1

1

B：高い
2

6



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

交流観光課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

スキー場利用促進バス
運行事業

現状維持で実施すること。現状維持
1

1

C：普通
3

観光交通確保事業 利用者が尐なく、代替策もあることから事業を廃止とする。休止・廃止
5

5

E：非常に低い
5

7



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

商工農林水産課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

中小企業向け資金貸
付事業

全額市負担となっている信用保証料を引き下げるように、金
融機関と調整を図ること。成果指標を倒産件数等に見直し
をすること。

業務改善
3

3

B：高い
2

公有林整備事業 現状維持で実施すること。成果指標を利用可能山林面積
や森林面積のうち、整備済面積等に見直しをすること。

現状維持
1

1

D：低い
4

8



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

建設課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

克雪地域づくり除雪機
貸与事業

貸与内容について、今後検討が必要であるが、現状維持で
実施すること。

現状維持
1

1

B：高い
2

9



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

都市整備課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

鉄道利用促進事業 三セク移行時に廃止を念頭に検討すること。現状維持
1

1

C：普通
3

コミュニティバス等運行
事業

各路線ごとの実態を把握しながら、運行経路等の改善に努
めること。

業務改善
3

3

B：高い
2

10



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

能生事務所

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

国土調査事業 能生地域は、現状維持で実施すること。また、市全体とし
て、糸魚川・青海地域も取り組んでいくこと。

拡大・拡充
2

2

B：高い
2

スカイパーク振興事業 スキー人口減尐に伴い、サマーシーズンの収入増になるよ
うな事業検討を行うこと。また、この施設が地域雇用や振興
になっているか事業効果の分析を行うこと。

業務改善
3

3

C：普通
3

11



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

教育総務課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

私立幼稚園助成事業 公立との是正に努めること。H22年当初予算ベースでの現
状維持に努めること。

拡大・拡充
2

2

B：高い
2

スクールガード事業 成果指標は、こどもの事故件数や不審者の出現数等とする
こと。現状維持で実施すること。

現状維持
1

1

B：高い
2

通学支援事業 遠距離通学対象距離や対象区域以外の助成（自己負担を
求める等）についても検討すること。

業務改善
3

3

B：高い
2

12



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

こども課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

ファミリーサポートセン
ター事業

利用者が尐ないので、当面の間は、他の事業で補完するこ
ととし、事業を休止する。

休止・廃止
5

5

E：非常に低い
5

学童保育事業 今後は、施設整備よりも時間延長を検討すること。成果指標
を共働き世帯への支援数等見直しをすること。

拡大・拡充
2

2

B：高い
2

児童デイサービス事業 相談・指導体制の充実を図ること。拡大・拡充
2

2

B：高い
2

児童手当費 平成21年度終了事業のため、評価不要とする。
0

0
0

早寝早起きおいしい朝
ごはん事業

事業実施の効果を市民へ周知していくこと。また、昼間だけ
ではなく、夜間や企業への出前講座を実施し、普及・啓発
に努めること。

拡大・拡充
2

2

B：高い
2

親子の絆応援事業 現状維持で実施すること現状維持
1

1

C：普通
3

母乳推進事業 意識啓発に努めること。現状維持
1

1

C：普通
3

おやこ食育推進事業 目的を明確にして、事業を実施すること。業務改善
3

3

C：普通
3

保育所・幼稚園食育教
室開催事業

現状維持で実施すること。現状維持
1

1

C：普通
3

中高連携事業 幼・保から高校までの連携強化に努めること。成果指標、活
動指標、人件費の記載をすること。

拡大・拡充
2

2

B：高い
2

ふるさと糸魚川学習支
援事業

学習の成果発表の機会を増やすこと。成果指標を記載する
こと。

現状維持
1

1

B：高い
2

食育活動推進事業 給食費を一般会計へ含めることについて、検討を進めるこ
と。事業については、モデル校の研究成果を生かし、全校
への拡充に努めること。

拡大・拡充
2

2

B：高い
2

13
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教職員資質・指導力向
上事業

資質・指導力向上に向けて、研修の充実に努めること。拡大・拡充
2

2

B：高い
2

14



平成22年度事務事業評価　第３次評価結果表

生涯学習課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

地域愛育成事業 担当課、事業方法等を教育委員会全体として調整を図るこ
と。

業務改善
3

3

B：高い
2

ふるさと楽習塾事業 事業精査し、課内事業と統合を図ること。成果指標を記載
すること。

統合・縮小
4

4

C：普通
3

家庭教育支援事業 成果指標を見直すこと。保護者の意識啓発に有効な方法を
検討すること。

業務改善
3

3

C：普通
3

海洋スポーツ普及振
興事業

研修等財団とのつきあい的な事業の見直しをすること。業務改善
3

3

C：普通
3

15
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文化振興課

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

相馬御風顕彰事業 現状維持で実施すること。現状維持
1

1

C：普通
3

鑑賞推進事業 市民ニーズの把握に努める等事業内容を検討すること。業務改善
3

3

C：普通
3

博物館活動推進事業 市内学校の普及活動よりも、市外の学校を定期的に呼び込
むように業務内容を整理すること。

業務改善
3

3

B：高い
2

埋蔵文化財保存・活用
事業

発掘・整理については、長者ケ原遺跡を中心に整理に努め
ること。

現状維持
1

1

C：普通
3

16
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消防本部

事業名
今後の方向性

評価内容
貢献度・優先度

救急救命推進事業 現場の体制を調整して、多くの隊員が資格取得できるような
体制づくりに努めること。

拡大・拡充
2

2

A：非常に高い
1

17


